
５　各施策別の取組

アクションプランにおける市の取組

が
ん
の
早
期
発
見

緩和ケアの推進
地域医療体制の構築

相談支援・情報提供の促
進

相
談
支
援
・
情
報

提
供

がん拠点病院（がん相談実施機関）の周知
個別相談

緩和ケアや在宅医療に関する普及啓発

地域ネットワークづくりと関係者との連携の強化（医療・介護・福祉・保健連携）

がん検診受診率向上と精
密検査未受診者へのフォ
ローの促進

がん検診の精度管理と質の向上

がん検診推進事業（がんクーポン券）の促進

検診受診の利便性向上に向けた取り組み

要精密検査者に対する個別受診指導の実施

精密検査未受診者や精密検査受診者の結果等の適切な把握

要精密検査未受診者への受診勧奨の促進

科学的根拠に基づいたがん検診の実施

健康増進計画の推進

健康増進事業等の実施

食育の推進・食生活改善の促進

がん検診受診率向上普及啓発 がん検診の内容や必要性、受診率向上のための普及啓発

対象者個人に対する受診勧奨,未受診者への再勧奨

生活習慣病の発症予防

食育・食生活改善促進

が
ん
の
予
防

たばこ対策や喫煙の健康への影響等の普及啓発を推進

教育委員会との連携による防煙教育の推進

公共施設の受動喫煙対策の実施

がん予防の普及啓発を促進

肝疾患コーディネーターによる正しい知識の普及啓発

肝炎ウイルス検査の実施

肝炎ウイルス検査結果説明会時の保健指導の徹底と陽性者のフォロー

タバコの害の普及啓発

防煙教育の推進

受動喫煙防止対策

普及啓発と学校現場での
学習活動

肝炎、肝がんの早期発
見、早期治療

健康増進の推進
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がんによる死亡者の減少

（１）がんの予防

①たばこ対策

・公共施設の禁煙、分煙推進

・たばこ教室の開催

・タバコの害のリーフレット配布

たばこ喫煙者の減少 H28 H33 総合健診

総合健診時 総合健診時 質問票から

喫煙率　12.2％ 喫煙率　11.5％

②感染に起因するがん対策

・子宮頸がんHPV無料検査

・二十歳のピロリ菌検査無料クーポン事業

・肝炎ウイルス検査

・県の事業の情報提供

ウイルス性肝炎患者重症化予防推進事業

インターフェロン等治療費助成事業

ピロリ菌受検者の H29 H32 実施数

増加

(県域喫煙率13.0％）

がんによる死亡者の減少を目指すため、「がんの予防」「がんの早期発見」「がん教育・普及啓
発」に取り組みながら、「がんになっても安心して暮らせる社会の構築」が図れるよう、関係機関と
連携を図りながら目標と取組の方向性を示します。

目標 計画策定時 目標値 出典

健康のために望ましい生活習慣やがんに関する知識を普及し、特にたばこ対策については、健康
影響についての普及啓発を行い、がん予防行動を促進します。

目標 計画策定時 目標値 出典

（策定時、目標値：前年配布者の当年１２月１日現在率）

めざす姿 
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（２）がんの早期発見

①がん検診受診率の向上

H28 H32 地域保健報告

胃がん % 胃がん % 健康増進報告

肺がん % 肺がん %

大腸がん % 大腸がん %

子宮がん % 子宮がん %

乳がん % 乳がん %

②がん精密検査検診受診率の向上

H28 H32 地域保健報告

胃がん % 胃がん % 健康増進報告

肺がん % 肺がん %

大腸がん % 大腸がん %

子宮がん % 子宮がん %

乳がん % 乳がん %

（３）がん教育・普及活動

たばこの健康被害や生活習慣病予防について学校教育と連携を図り、普及啓発に努めます。

目標 計画策定時 目標値 出典

目標 計画策定時 目標値 出典

がん検診受診率

総合健診、人間ドックを実施し、がん検診受診率の向上のための広報、普及啓発活動を行いま
す。また要精密検査者には、個別に相談・助言を行い早期に医療機関を受診するように勧奨を
行います。
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がん精密検診受診
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H28健康増進事業報告
から、受診率算出にお
ける分母（対象者）を全
住民としたため、H27より
大幅な減少あり。
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